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多面的機能だより       （第 33回） 

平成２８年１月１５日 

いしかわ多面的機能発揮推進組織 

 

多面的機能支払交付金制度も、皆様方のご理解により、順調に拡大し多くの活動組織が参加さ

れ、農業の持つ多面的機能の維持を図る共同活動や、長寿命化のための活動が実施されています。 

今回の「多面的機能だより」は、活動組織から寄せられた４組織の活動を紹介します。各組織

の構成員の皆さんに、回覧等で広くお伝えいただければ幸いです。 

 

 

■水路、農地の生き物調査について 

県央支部【グリーンワーク大場】 
大場町地内において、地域住民の協力

の下、森本小学校５年生３クラス９０人

の生徒と先生３人と運営委員、他１６人

が参加して、農業用水路の生き物調査に

取り組みました。 

この小学校との連携による水路、農地

畦畔の動物、植物の調査は、当地区が平

成２０年より毎年７月初めに取り組ん

でいるものであり、水路、農地の環境向

上をめざして、ゴミ捨てをしない啓発活

動を続けています。 

調査の結果は、生徒たちがグループご

とに壁新聞にして校内掲示終了した２

月ごろに、当コミュニティセンターに出

向いて報告会をしていただいています。 

この三ケ用水にも最近はホタルが観られる様になり、水路脇の除草方法を草刈にする様に指導

しなければと思っています。 
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■活動組織の広域化による効率的な活動の取組 
石川支部【美土里ネットはやしなか広域協定】 

 当地区は、白山市南側郊外の純農村水田地帯で、９

つの農村集落と２つの新興住宅地で成り立っており、

平成２６年度からの多面的機能支払により、そのうち

７集落（246ha）が広域化による活動を実施している

が、事務局は１名のため、各集落への連絡、通知等は

全てネットによる効率的な活動としている。 

 また、各集落の活動状況報告として、毎月末時点の

支出費目別活動済金額及び活動内容をネットで事務

局へ報告し、毎月第３木曜日の夜には活動検討委員会

を開催し、活動について検討、討議を行うことで各組

織との連携が取れ、また、連携により事務書類の統一

化、省力化が図られている。 

 活動については、農地維持支払及び資源向上支払

（共同活動）に取り組み、特に農村環境保全活動の啓

発・普及では、各組織からの広報発行、広域化での地

域への啓発活動として、夏まつりへののぼり旗掲示を

実施し、今後は文化祭への参加出展として、活動状況

報告の掲示等を行う予定である。 

 実践活動としては、各組織において生きもの調査や

ホタル観察会、施設への花植栽等を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《活動検討委員会》 

《夏まつりへののぼり旗掲示》 

《広報発行》 

《生きもの調査》 

《農地への花植栽とのぼり旗》 《農地への花植栽とのぼり旗》 
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■ワイン用ぶどう畑の景観を能登のランドマークへ 
奥能登支部【ワインの丘保全組合】 

私たち『ワインの丘保全組合』は、穴水町西部の山中・沖波地区を中心に活動しています。平

成 20年・第 14回いしかわ景観賞を受賞したワイン用ブドウ畑は、まるで外国のワイナリーに訪

れたような景色です。このブドウ畑の四季の彩りは、年間を通して奥能登観光振興に貢献してい

ます。 

平成 27年度より、穴水町旭ヶ丘地区のワイン醸造所に面した 2ha のブドウ畑が加わり、活動

地域が 40ha を超えました。そのことを受け、組合員一同は目的意識を明確にしながら、農地水

の活動を発展的に実施していきたいと考えております。 

特に、カキ貝殻のミネラル成分を山に還す、穴水町ならではの有効資源の利活用や、組合員の

酪農施設からの資源循環など、地域の特性を生かした活動に力を入れていきたいです。 

今後も環境景観保全活動をもとに、地域の豊かな生態系の維持を実行しながら、奥能登のラン

ドマークへ繋げていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地法面修復作業 施設の除草 

資源循環に伴う作業

 

農地法面修復作業 
 

農用地の除礫 

異常気象後の見回り 側溝泥上げ・補修 

収穫直前のぶどう 
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■赤い花いっぱいに 
南加賀支部【古府町農村環境保全会】 

昨年 10月 5日に古府町内の通学路に面した水田 2

枚（1,100㎡）に、子供会、女性会、舟見会（老人会）、

町内会役員はじめ町民、生産組合およそ 50名の参加

を得て、赤クローバの播種作業を行いました。 

 当日はあいにくの小雨の中でしたが、約 1時間程

で無事作業が終了しました。これは古府町農村資源

の維持管理を図り、国土保全や景観形成等の多面的

機能を発揮する地域活動として、昨年 6月に設立し

た組織「古府町農村環境保全会（生産組合、町内会、

公民館、女性会、老人会等で構成、代表は生産組合

長）」の活動の一環で実施したものです。 

 また、本年 5月 17日に小松市で開催された全国植樹祭に併せフローラルこまつと連携した花

の植栽事業であります。 

5月中旬にかけて、赤いレンゲの花で満開になり、見事な花園で町内皆に喜ばせてくれました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

 新年明けましておめでとうございます。活動に取組んでいる皆様には、ゆったりとした、

お正月を迎えられたことを心からお喜び申し上げます。 

平成 27 年度の活動も残り少なくなってまいりました。皆様には今年度の活動その他行

事などでお忙しいことと思います。また、各組織とも平成 27 年度の最後の活動や実施状

況報告のとりまとめなどで、ご苦労があるかと思いますがよろしくお願いします。 

 

〒920－0362 石川県金沢市古府 1 丁目 197 番地 石川県土地改良事業団体連合会内 

いしかわ多面的機能発揮推進組織  事務局：角本 雅成 

TEL･FAX：０７６－２４９－８１９１   Ｅ－mail：ishikawa@shigenhozen.jp 

側溝の泥上げ・補修 

mailto:ishikawa@shigenhozen.jp

